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住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
吾
妻
山 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の
二
宮
駅
北
口
に
降
り
る
と
西
側
に
見
え
る
の
が
吾
妻
山
で
す
。 

 

二
宮
町
は
昔
吾
妻
村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

吾
妻
村
は
、
１
８
９
０
（明
治
22
）年
町
村
制
施
行
に
よ
り
一
色
村
、
中
里
村
、

二
宮
村
、
山
西
村
、
川
匂
村
の
五
村
が
合
併
し
、
新
し
い
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

県
か
ら
「村
の
名
前
は
、
も
と
も
と
郷
名
が
二
宮
庄
、
氏
神
が
二
宮
明
神
で
あ
る
か

ら
、
二
宮
村
で
よ
か
ろ
う
」と
指
令
が
あ
った
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
「二
宮
村
に
編
入

す
る
よ
う
で
嫌
だ
」
と
い
う
理
由
か
ら
か
、
三
日
三
晩
協
議
し
て
も
村
名
は
決
ま
ら

な
か
った
そ
う
で
す
。 

そ
の
時
に
「村
の
ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
吾
妻
山
が
あ
る
か
ら
吾
妻
村
と
し
て
は
ど

う
か
」と
意
見
が
出
て
、
吾
妻
村
に
な
った
そ
う
で
す
。  

 

今
で
も
二
宮
町
内
の
至
る
と
こ
ろ
か
ら
吾
妻
山
は
見
え
ま
す
。 

今
も
昔
も
吾
妻
山
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
、
住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
二
宮
の

聖
地
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。  

 

吾
妻
山
か
ら
わ
か
る
二
宮
の
大
地
の
成
り
立
ち
と
特
異
性 

二
宮
町
は
大
磯
丘
陵
の
南
部
中
央
に
あ
り
、
北
米
プ
レ
ー
ト
の
上
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
北
米
プ
レ
ー
ト
と
東
か
ら

西
へ
と
沈
み
込
む
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
の
間
に
割
って
入
る
よ
う
に
南
か
ら
北
西
方
向
へ
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
地
下
十
数

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
沈
み
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

  

 

吾妻山 

相模湾 
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す
ぐ
近
く
に
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
も
あ
り
、
四
つ
の
プ
レ
ー
ト
が

ぶ
つ
か
り
合
って
い
る
世
界
的
に
み
て
も
稀
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。  

 

日
本
列
島
が
現
在
の
形
に
な
っ
て
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
北

進
に
伴
っ
て
丹
沢
地
塊
や
伊
豆
地
塊
が
ぶ
つ
か
っ
て
来
た
こ
と
に
よ
り 

激
し
い
変
動
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

現
在
の
プ
レ
ー
ト
境
界
が
相
模
湾
内
に
あ
り
、
陸
地
か
ら
至
近
距

離
に
深
海
が
あ
り
ま
す
。
プ
レ
ー
ト
境
界
で
大
き
な
地
震
が
起
き
る

と
境
界
か
ら
の
近
さ
故
に
大
磯
丘
陵
は
隆
起
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。 

 

特
に
海
岸
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
吾
妻
山
（吾
妻
神
社
内
地
層
の

標
高
約
１
１
７
メ
ー
ト
ル
、
山
頂
標
高
１
３
６
．
２
メ
ー
ト
ル
）
は
、
隆
起
が
大
き
く
、

八
万
年
前
か
ら
平
均
し
て
一
年
に
１
・５
ミ
リ
も
隆
起
し
て
い
る
こ
と

が
調
査
か
ら
判
明
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
湘
南
平
よ
り
も
速
い
そ
う
で
す
。  

  
 

吾
妻
山
は
鷹
取
山
礫
岩
層
、
谷
戸
層
な
ど
大
変
古
い
地
層
の
岩
盤

で
あ
る
た
め
風
化
浸
食
に
耐
え
現
在
の
姿
を
保
って
い
ま
す
。 

吾
妻
山
は
海
岸
に
近
い
こ
と
か
ら
眺
望
に
す
ぐ
れ
、
房
総
半
島
、

三
浦
半
島
、
江
ノ
島
、
伊
豆
大
島
、
利
島
、
伊
豆
半
島
、
真
鶴
半
島
、

箱
根
、
富
士
、
丹
沢
連
山
を
堪
能
で
き
ま
す
。 

 

図 1 
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※図 1.2.3は、2017年 9月 28日に開催された防災講演会（講師は神奈川県立生命の

星・地球博物館の山下浩之主任学芸員）で使われたパワーポイントの画像を借用させていた

だきました 。 

 

 

 

図 2 

図 3 
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弟
橘
媛
の
愛
の
伝
説 

吾
妻
山
と
い
う
名
前
は
、
日
本
武
尊(

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル)

が
妃
の
弟
橘
媛 

(

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ)

を
想
い
、
弟
橘
媛(

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ)

が
祀
ら
れ
る
と
こ 

ろ
を
見
て
「吾
妻
は
や
」と
嘆
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま 

す
。 

 
 

 

実
は
こ
の
土
地
と
弟
橘
媛(

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ)

の
関
係
と
い
う
の
は
密
接
で
す
。 

弟
橘
媛(

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ)
の
父
で
あ
る
穂
積
臣
忍
山
宿
禰(

ホ
ヅ
ミ
ノ
ウ
ジ
ノ
オ
シ
ヤ
マ
ノ
ス
ク
ネ
）
は 

師
長
国
（シ
ナ
ガ
ノ
ク
ニ
）
の
国
造
（ク
ニ
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ
）
と
し
て
こ
の
土
地
に
下
向
し
、
弟
橘
媛(

オ
ト
タ
チ
バ
ナ 

ヒ
メ)

も
こ
の
土
地
に
下
って
い
た
、
あ
る
い
は
、
こ
の
土
地
で
お
生
ま
れ
に
な
った
の
だ
と
伝
え
ら
れ 

て
い
ま
す
。 

 

『先
代
旧
事
本
紀
』に
見
る
弟
橘
媛(

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ)

が
日
本
武
尊
と
の
間
に
九
子
を 

も
う
け
た
、
と
い
う
話
も
、
『吾
妻
神
社
縁
起
』で
は
こ
の
土
地
の
事
だ
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

お
隣
小
田
原
の
吾
妻
神
社
と
の
間
に
は
「橘
」の
地
名
も
残
って
い
ま
す
。  

 

吾
妻
山
に
関
わ
る
愛
の
伝
説
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。  

日
本
最
初
の
柑
橘
は
、
垂
仁
天
皇(

紀
元
前
二
九
年
～
七
〇
年)

が
朝
鮮
か
ら
帰
化
し
た 

田
道
間
守(

タ
ジ
マ
モ
リ)

に
命
じ
、
常
世
の
国
で
探
し
求
め
さ
せ
た
非
時
香
果(

ト
キ
ジ
ク
カ
ク
ノ
コ
ノ
ミ) 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

御
子
景
行
天
皇(

七
一
年
～
一
三
〇
年)

が
忠
臣
を
讃
え
、
そ
の
実
を
田
道
間
名(

タ
チ
マ
ナ)

と 

し
た
の
が
橘
の
語
源
と
か
。
不
老
長
寿
の
効
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。  

 
ｵﾄﾀﾁﾊﾞﾅﾋﾒ 

弟 橘 媛 
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そ
し
て
、
景
行
天
皇
の
皇
子
が
日
本
武
尊(

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル)

。 
妃
は
弟
橘
媛(

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ)

。
東
征
の
折
り
海
が
荒
れ
た
時
に
入
水
し
、
波 

を
鎮
め
て
、
夫
の
難
を
救
い
ま
し
た
。 

 

弟
橘
媛(
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ)

の
櫛
や
袖
が
相
模
国
餘
綾
郡
霜
見
の
海
岸
に
打
ち 

上
げ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
櫛
を
山
頂
に
埋
め
て
御
陵
を
造
り
祀
った
の
が
吾
妻
神 

社
の
創
建
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
域
を
埋
澤 (
ウ
メ
サ
ワ
）
と
言
い
、
現
在
は
梅
澤
に
な
った
そ
う
で
す
。 

 
 弟

橘
媛(

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ)

の
父
は
、
穂
積
臣
忍
山
宿
禰(

ホ
ヅ
ミ
ノ
ウ
ジ
ノ
オ
シ
ヤ
マ
ノ
ス
ク
ネ
）
と
も
田
道
間
守(

タ
ジ
マ
モ
リ)

を
父
と
す

る
説
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

近
く
の
釜
野
と
い
う
地
名
は
、
高
麗
野
か
ら
転
化
し
、
高
麗
人
が
住
ん
だ
と
言
わ
れ
、
弟
橘
媛
も
こ
の
地
に
住
ん
だ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

二
宮
に
は
横
穴
墓
が
多
く
存
在
し
、
出
土
品
か
ら
身
分
の
高
い
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
そ
う
で
す
。  

 

吾
妻
山
展
望
と
富
嶽
三
十
六
景
「
相
州
梅
澤
左
」 

吾
妻
山
は
標
高
１
３
６
．
２
メ
ー
ト
ル
、
三
六
〇
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
、
箱
根
、
丹
沢
、
富
士
山
、
相
模
湾
が
見
渡
せ
ま

す
。 富

士
山
の
眺
望
が
素
晴
ら
し
く
、
国
交
省
の
「関
東
の
富
士
見
１
０
０
景
」に
も
選
定
さ
れ
、 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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冬
か
ら
初
春
に
か
け
て
は
全
国
で
一
番
早
く
咲
く
と
言
わ
れ
て
い
る
菜
の
花
が
、
春
は
桜
の
花
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
コ

ス
モ
ス
が
美
し
く
咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。  

                  

菜
の
花
は
緑
の
葉
に
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
、
何
だ
か
夜
空
の
天
の
川
の
星
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
菜
の
花
の
花
言
葉
は
「小

さ
な
幸
せ
」。
海
か
ら
吹
く
し
お
風
、
み
か
ん
風
が
「小
さ
な
幸
せ
」、
福
を
招
い
て
い
る
よ
う
で
す
。 
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吾
妻
山
か
ら
の
展
望
は
、
現
代
に
な
って
菜
の
花
と
富
士
で
有
名
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
遠
く
昔
江
戸
時
代
天
保
元
年
～
三
年
頃
（１
８
３
０
～
１

８
３
２
年
頃
）、
浮
世
絵
師
の
葛
飾
北
斎
も
描
い
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
富
嶽
三
十
六
景
『相
州
梅
澤
左
』で
す
。 

「
梅
澤
左
」は
、
「梅
澤
庄
」あ
る
い
は
「梅
澤
在
」
の
誤
り
と
さ
れ
、
二
宮

の
吾
妻
山
（
当
時
の
梅
澤
は
も
っ
と
広
い
範
囲
）
か
ら
中
村
川
あ
る
い
は
中

村
湖
（
１
４
９
８
年
明
和
地
震
で
消
滅
）
、
矢
倉
岳
、
富
士
山
を
描
い
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

富
士
と
鶴
、
そ
れ
も
鶴
が
七
羽
で
、
非
常
に
お
め
で
た
い
と
吉
祥
図
と 

し
て
説
明
す
る
向
き
が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。 

な
か
に
は
、
水
面
に
立
つ
五
羽
の
群
鶴
は
、
実
は
、
富
士
神
霊
の
化
身 

（依
代
）と
し
て
描
か
れ
て
い
て
、
富
士
神
霊
（水
神
）の
降
臨
地
を
指
し
示

し
て
い
る
と
み
る
人
も
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
富
嶽
三
十
六
景
『相
州
梅
澤
左
』の
図
柄
は
、
２
０
１
８
年
２
月
25
日

に
二
宮
町
商
工
会
青
年
部
が
五
十
周
年
記
念
と
し
て
企
画
し
た
「世
界

最
大
級
の
み
か
ん
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
み
ん
な
で
作
ろ
う
。
」に
使
わ
れ
ま
し

た
。 み

か
ん
は
二
宮
の
特
産
品
。
１
０
０
キ
ロ
近
く
の
地
元
の
み
か
ん
の
表
の

み
か
ん
色
の
皮
と
裏
の
白
い
皮
を
使
って
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
に
挑
戦
し
、
十
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二
枚
の
パ
ネ
ル
ボ
ー
ド
を
重
ね
合
わ
せ
、
縦
３
・６
メ
ー
ト
ル
、
横
５
・４
メ
ー
ト
ル
の
一
枚
の
大
き
な
絵
を
ラ
デ
ィ
ア
ン
（二
宮
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）イ
ベ
ン
ト
広
場
で
参
加
者
三
十
数
組
、
幼
児
か
ら
年
配
の
方
ま
で
百
名
く
ら
い
が
参
加
し
て
作
製
し
ま

し
た
。
当
日
、
子
ど
も
た
ち
は
み
か
ん
を
沢
山
食
べ
な
が
ら
、
親
子
で
み
か
ん
の
皮
の
貼
り
絵
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

ア
ー
ト
と
し
て
も
素
晴
ら
し
く
、
香
り
も
良
く
て
五
感
で
楽
し
め
る
作
品
と
な
り
ま
し
た
。 

 

山
が
豊
か
な
海
を
育
み
、
燦
燦
と
輝
く
太
陽
と
し
お
風
の
恵
み
が
美
味
し
い
み
か
ん
を
育
て
ま
す
。
や
は
り
、
吾
妻
山
と
み

か
ん
は
二
宮
の
心
象
風
景
、
多
く
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
催
し
か
ら
も
わ
か
り
ま
し
た
。 
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伊
東
忠
太
が
社
殿
を
設
計
し
た
吾
妻
神
社 吾

妻
神
社
は
、
吾
妻
山
公
園
の
展
望
台
下
に
位
置
し
、
梅
沢
地
区
の
氏
神
で
、

弟
橘
媛
命
（
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
）
、
日
本
武
尊
（ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
）
を
祀
って
い
ま
す
。

現
在
で
も
縁
結
び
の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
武
尊
が
東
征
の
途
中
、
三
浦
半
島
走
水
か
ら
海
路
上
総
に
渡
ろ
う
と

す
る
と
、
突
如
と
し
て
暴
風
が
起
こ
り
、
妻
の
弟
橘
媛
命
は
海
神
の
怒
り
を
鎮
め

る
た
め
に
海
中
深
く
身
を
投
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
の
梅
沢
海
岸
辺
り
に
櫛

と
小
袖
が
流
れ
着
き
、
上
ノ
宮
（
吾
妻
山
山
頂
）
に
櫛
、
下
ノ
宮
（
ち
さ
ん
の
澤
）

に
小
袖
を
埋
め
、
弔
った
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

       

２
０
１
７
（平
成
29
）年
３
月
、
吾
妻
神
社
の
全
貌
が
わ
か
る
古
文
書
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
１
９
３
０
（昭
和
５
）年
に
現
在
の
建
物
で
あ
る
吾
妻
神
社
設
計
図
が
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
後
世
に
残
る
立
派
な
神
社
建
物
の
建
造
と
社
格
（
神
社
の
格
式
）
昇
進
悲
願
達
成
の
た
め
に
梅
澤
の
有
志
や
松
浦
厚
伯

爵
が
『奉
賛
会
』を
結
成
し
、
幅
広
く
寄
付
金
等
を
集
め
、
大
幅
な
建
て
替
え
を
行
った
か
ら
で
す
。 
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そ
し
て
、
そ
の
設
計
を
し
た
の
が
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
著
名
な
建
築
家
「伊
東
忠
太
」で
す
。 

例
え
ば
、
平
安
神
宮
、
明
治
神
宮
、
築
地
本
願
寺
な
ど
を
設
計

し
て
い
ま
す
。
日
本
・東
洋
古
建
築
を
学
問
的
に
体
系
づ
け
た
最
初

の
人
で
、
国
宝
保
存
会
委
員
と
し
て
文
化
財
の
保
存
に
尽
力
し
、
文

化
勲
章
も
受
章
し
て
い
ま
す
。 

                

 

 

※氏子の方々が年末の吾妻神社の掃除をしているところにお邪魔し、

社殿の中も見学させていただきました。 

奉納された垂れ幕に記載された総代名は、しお風さんの祖父です。 

何か縁を感じました。「しお風」は吾妻神社が祀る弟橘媛が精霊となって 

見守っていてくださるのかもしれません。 
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1943（昭和 18）年頃の社殿 屋根は薄檜皮葺き 

  

奥の院神殿彫刻 彫刻師 小林直光 1943（昭和 18）年 
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《参考資料：吾妻神社由緒年表から 1 ページを転載》 

 

 

※吾妻神社の説明や画像の一部は、吾妻神社宮係の皆様のご協力をいただきました。 
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天
平
時
代
に
は
、
神
像
の
本
地
仏
手
観
音
を
僧
「行
基
」が
神
託
を
得
て
納
め
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
源
頼
朝
、
北
条

政
子
、
実
朝
等
の
崇
敬
を
受
け
、
吾
妻
山
全
部
と
山
麓
の
田
畑
、
塩
見
の
塩
田
な
ど
の
寄
進
を
受
け
ま
し
た
。 

１
８
８
３
（明
治
16
）年
１
月
に
は
「吾
妻
神
社
奉
納
和
歌
額
」が
奉
納
さ
れ
、
こ
の
大
型
木
版
額
に
は
下
記
の
十
五
名
の
方

の
和
歌
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
（上
野
充
國
謹
書
） 

            

こ
の
木
版
額
は
、
今
も
拝
殿
内
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
文
字
は
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
状
態
で
す
。 

福
住
正
兄
（
ふ
く
ず
み 

ま
さ
え
）
は
、
二
宮
尊
徳
の
門
下
生
で
、
萬
翠
楼
福
住
（
ば
ん
す
い
ろ
う 

ふ
く
ず
み
）
の
十
代
目
主
人
、
死
後
生

前
の
功
績
に
よ
り
正
五
位
の
追
贈
を
受
け
て
い
ま
す
。 

１
９
１
６
（大
正
５
）年
か
ら
二
宮
の
別
荘
で
過
ご
し
て
い
た
松
浦
厚
伯
爵
（１
８
６
４
～
１
９
３
４
年
）は
、
吾
妻
神
社
と
の

関
り
も
深
く
、
境
内
の
桜
の
木
の
植
樹
や
鳥
居
の
寄
進
、
講
演
会
の
開
催
、
社
格
の
昇
格
に
尽
力
し
ま
し
た
。 

有栖川宮 熾仁親王 

（アリスノミヤ タルヒトシンノウ）2首 
 

従一位太政大臣 三条實美 

（サンジョウ サネトミ）1首 
 

従一位 中山忠能（ナカヤマ タダヤス）1首 
 

従一位 九条道孝（クジョウ ミチタカ）1首 
 

従一位 近衛忠煕（コノエ タダヒロ）1首 
 

正二位 三條西季知 

（サンジョウニシスエトモ）1首 
 

正二位 綾小路有長 

（アヤコウジ アリナガ）1首 
 

正三位 慈光寺有仲 

（ジコウジ アリナカ）1首 
 

正三位 池田茂政（イケダ モチマサ）1首 
 

従五位 脇坂安斐（ワキサカ ヤスアヤ）1首 
 

従六位 三田保光（ミタ ヤスミツ）1首 
 

正七位 岡本長之（オカモト ナガユキ）1首 
 

正七位 川村應心(カワムラ ヨウシン）1首 
 

權代教正 本居豊穎（モトオリ トヨカイ）1首 
 

大講義 福住正兄（フクズミ マサエ）1首 

 

木版額 
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旧
吉
田
五
十
八
自
邸 

吉
田
五
十
八
は
、
昭
和
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
、
日
本
の
伝
統
建
築
の
美
に
着
目
し
、
新
興
数
寄
屋
と
呼
ば
れ

る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
築
い
た
建
築
家
で
す
。 

歌
舞
伎
座
復
興
、
五
島
美
術
館
、
吉
田
茂
邸
、
岸
信
介
邸
な
ど
数
々
の
歴
史
的
な
建
造
物
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
吉
田
五

十
八
が
晩
年
長
く
暮
ら
し
た
家
が
二
宮
の
吾
妻
山
の
ふ
も
と
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
疎
開
先
と
し
て
二
宮
の
地
を
選
び
ま

し
た
。
戦
時
中
だ
った
の
で
、
住
宅
は
十
五
坪
と
規
制
さ
れ
、
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
建
物
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
自
邸
は
彼
の
デ
ザ

イ
ン
の
本
質
で
あ
る
簡
潔
な
造
形
の
な
か
に
，
日
本
的
な
美
し
さ

を
求
め
よ
う
と
す
る
建
築
思
想
を
き
わ
め
て
よ
く
表
現
し
、
日

本
の
近
代
住
宅
建
築
史
の
中
で
も
貴
重
な
建
築
で
す
。
世
界
の

二
十
世
紀
名
作
住
宅
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
表
門
か
ら
玄
関
前
庭
と
座
敷
か
ら
続
く
南
の
主
庭
の

巧
み
な
大
和
絵
の
よ
う
な
空
間
は
，
芝
庭
に
日
本
庭
園
の
構
成

を
込
め
た
和
洋
折
衷
的
な
試
み
を
示
し
た
も
の
で
、
自
邸
と
一

体
を
な
す
庭
園
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
東
京
に
事
務
所
を
構
え
、
生
活
は
自
然
が
身
近
な

場
所
で
ゆ
った
り
と
し
た
時
を
過
ご
し
、
湘
南
電
車
で
通
勤
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
「湘
南
ス
タ
イ
ル
」を
築
い
た
祖
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

知足寺から展望した旧吉田五十八自邸 
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自
然
風
も
み
じ
庭
園 

吾
妻
山
の
ふ
も
と
一
万
坪
に
お
よ
ぶ
敷
地
に
あ
る
Ｏ
邸
。 

も
と
も
と
は
み
か
ん
園
だ
った
と
こ
ろ
を
三
十
年
以
上
の
年
月
を
か
け
て
も
み
じ
を
種
か
ら
育
て
自
然
に
自
生
し
た
林
の

よ
う
に
手
入
れ
を
行
って
、
自
然
風
も
み
じ
庭
園
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。 

 

持
ち
主
の
Ｏ
氏
は
、
近
所
に
住
ん
で
い
た
建
築
家
の
吉
田
五
十
八
と
も
親
交
が
深
く
、
ご
自
身
も
日
本
建
築
の
分
野
で
活

躍
さ
れ
、
邸
宅
も
庭
園
も
ご
自
身
が
設
計
し
ま
し
た
。 

 

春
は
桜
、
夏
は
深
緑
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
冬
枯
れ
の
木
々
の
美
し
さ
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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